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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
レンズ支持部材に置かれた被加工レンズを照明する照明光源と、該照明光源からの照明光
により被加工レンズの像が投影されるスクリーンと、眼鏡レンズの周縁加工に使用される
カップであって、アームに装着されたカップをカップ取付けの基準軸に沿って被加工レン
ズの方向に移動させる移動手段とを備え、前記スクリーンに投影されたレンズ像とスクリ
ーンに形成された位置合わせマークとを操作者が観察して前記基準軸に対してレンズを位
置合わせし、被加工レンズの表面に前記カップを取り付けるカップ取付け装置において、
前記照明光源としての白色ＬＥＤと、
被加工レンズの着色に応じて前記白色ＬＥＤの光量を増減する操作信号を入力するために
操作者により操作される操作部材と、
該操作部材からの操作信号により前記白色ＬＥＤの光量を増減させる光量増減手段と、
を備えことを特徴とするカップ取付け装置。
【請求項２】
請求項１のカップ取付け装置において、請求項１のカップ取付け装置において、前記光量
増減手段による光量の増減範囲は、被加工レンズが着色されている場合は前記白色ＬＥＤ
の光量を増加して操作者がレンズ上の印点を視認可能にし、被加工レンズが透明な場合は
前記白色ＬＥＤの光量を減少させて操作者がスクリーン越しの照明光が眩しく感じられず
にレンズ上の印点を視認可能に設定されていることを特徴とするカップ取付け装置。
【請求項３】
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請求項１又は２のカップ取付け装置において、前記白色ＬＥＤの点灯／消灯のスイッチ信
号を入力するスイッチ信号入力手段と、前記スクリーンを前記基準軸上の位置から外れた
位置に移動可能に保持する保持手段を備え、
前記スイッチ信号入力手段は前記スクリーンの移動を検出するセンサを有し、該センサの
検出結果に基づいて点灯／消灯のスイッチ信号を入力することを特徴とするカップ取付け
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、眼鏡レンズの周縁加工時に使用するカップを被加工レンズに取付けるカップ
取付け装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　眼鏡レンズの周縁を加工する際には、レンズ周縁加工装置が持つレンズチャック軸に被
加工レンズを保持させるための加工治具であるカップを被加工レンズの表面に取り付ける
カップ取付け装置（軸打ち器）が使用される。この種のカップ取付け装置としては、照明
光源からの照明光により被加工レンズの像が投影されるスクリーンを備え、スクリーンに
投影されたレンズ像（レンズ上に付された印点像や二重焦点のレンズ像等）とスクリーン
に形成された位置合わせマークとを観察して、カップ取付けの基準軸とレンズとを所期す
る位置関係に位置合わせをした後、カップが予め取付けられているアームを押し下げるこ
とにより、カップをレンズの表面に取り付けるタイプのものが知られている（例えば、特
許文献１）。
【特許文献１】特開２００２-２８３２０２公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　この種の装置では、従来は、照明光源としてハロゲンランプやキセノンランプが使用さ
れてきたが、これらのランプは寿命が短く、ランプの交換の頻度が多かった。近年、高輝
度の白色ＬＥＤが実用化され、安価に入手できるようになってきたので、寿命の長い白色
ＬＥＤを光源に使用することが考えられる。
【０００４】
　ところが、カップ取付け装置の照明光源として白色ＬＥＤを使用したところ、次のよう
な問題が分かった。白色ＬＥＤの発光特性は、ハロゲンランプに比べて青色波長成分の強
度が高く、赤色波長成分の強度が比較的に低めである。このため、特に赤色波長成分の透
過率が低くされたサングラス等の着色レンズでは、レンズを透過する照明光量が大幅に低
下し、スクリーンに投影された像が暗く、レンズ上の印点像の視認性が悪くなる。着色レ
ンズでの視認性を高めるために、白色ＬＥＤの光量を強くした設定であると、逆に透過率
の高い透明なレンズの場合には、高輝度の白色ＬＥＤの照明光が強く、スクリーンに投影
された像も眩しく感じられ、目に負担が掛かる。また、白色ＬＥＤは点灯直後から瞬時に
設定光量に到達する特性を持つため、特に、カップ取付け装置が使用される環境が暗所で
ある場合には、青色波長成分の強度が高いことも起因して、点灯時の目への刺激が強く、
目に掛かる負担が大きくなってしまう。
【０００５】
　本発明は、上記従来技術に鑑み、レンズの透過率に対応してレンズ像の観察時の視認性
を高めることができ、また、目に掛かる負担を軽減できるカップ取付け装置を提供するこ
とを技術課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明は以下のような構成を備えることを特徴とする。
（１）　レンズ支持部材に置かれた被加工レンズを照明する照明光源と、該照明光源から
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の照明光により被加工レンズの像が投影されるスクリーンと、眼鏡レンズの周縁加工に使
用されるカップであって、アームに装着されたカップをカップ取付けの基準軸に沿って被
加工レンズの方向に移動させる移動手段とを備え、前記スクリーンに投影されたレンズ像
とスクリーンに形成された位置合わせマークとを操作者が観察して前記基準軸に対してレ
ンズを位置合わせし、被加工レンズの表面に前記カップを取り付けるカップ取付け装置に
おいて、
前記照明光源としての白色ＬＥＤと、被加工レンズの着色に応じて前記白色ＬＥＤの光量
を増減する操作信号を入力するために操作者により操作される操作部材と、該操作部材か
らの操作信号により前記白色ＬＥＤの光量を増減させる光量増減手段と、を備えことを特
徴とするカップ取付け装置。
（２）　（１）のカップ取付け装置において、請求項１のカップ取付け装置において、前
記光量増減手段による光量の増減範囲は、被加工レンズが着色されている場合は前記白色
ＬＥＤの光量を増加して操作者がレンズ上の印点を視認可能にし、被加工レンズが透明な
場合は前記白色ＬＥＤの光量を減少させて操作者がスクリーン越しの照明光が眩しく感じ
られずにレンズ上の印点を視認可能に設定されていることを特徴とする。
（３）　（１）又は（２）のカップ取付け装置において、前記白色ＬＥＤの点灯／消灯の
スイッチ信号を入力するスイッチ信号入力手段と、前記スクリーンを前記基準軸上の位置
から外れた位置に移動可能に保持する保持手段を備え、前記スイッチ信号入力手段は前記
スクリーンの移動を検出するセンサを有し、該センサの検出結果に基づいて点灯／消灯の
スイッチ信号を入力することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、レンズの透過率に対応してレンズ像の観察時の視認性を高めることが
でき、目に掛かる負担を軽減できる。また、白色ＬＥＤの点灯時における目への刺激を和
らげ、目に掛かる負担を軽減できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明の形態を図面に基づいて説明する。図１は本発明に係るカップ取付け装置
１の外観図である。図１（ａ）は正面図であり、図１（ｂ）は側面図である。図２は装置
内部の概略側面図、図３は装置１を上から見た上視図である。
【０００９】
　図１、図２において、Ｌは軸出しの基準軸を示す。本体ケース２の内部には基準軸Ｌ上
に位置する照明光源３としての白色ＬＥＤが設けられている。本体ケース２の上部には集
光レンズ４が設けられている。集光レンズ４は照明光源３からの照明光束を平行光束に整
形する。集光レンズ４上面には基準軸Ｌを中心にして被加工レンズＬＥを載置するための
レンズ受けピン（レンズ支持部材）５が３本設けられている。本体ケース２内で、照明光
源３と集光レンズ４の間にはすり鉢形状のケース内壁２ａが形成されている。照明光源３
より発せられる光がケース内壁２ａで反射し、集光レンズ４で平行光束とされた照明光の
ノイズとなることを低減するため、ケース内壁２ａには、反射を低減する塗料等が塗布さ
れている。
【００１０】
　本実施形態では、照明光源３に白色光を発するＬＥＤ（発光ダイオード）を用いる。照
明光源３の周囲には、放熱を促すために伝熱性の高い素材で作製された基板３ａが取り付
けられている。
【００１１】
　本体ケース２の内部には、制御部９０が設けられる。制御部９０は、照明光源３の点灯
、消灯の制御や、後述する回転ノブ３１による光量調整、照明光源３のタイマーオフ制御
などの発光に関わる制御を行う発光制御手段となる。
【００１２】
　本体ケース２の前方には、照明光の光量を調整するために、操作者に操作される回転ノ
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ブ３１（操作部材）が取付けられている。回転ノブ３１は、本体ケース２内部に取付けら
れた回転型の可変抵抗器３２の回転シャフトに取付けられている。回転ノブ３１が回転さ
れることにより、可変抵抗器３２の抵抗値が変更され、その抵抗値（操作信号）は、可変
抵抗器３２と接続された制御部９０へと送られる。制御部９０は、可変抵抗器３２の抵抗
値に応じて、照明光源３に送る電流値を変更し、照明光源３の発光光量を調整する。回転
ノブ３１は、図１の矢印が示すように、３００度程度の範囲で回転し、それ以外の範囲で
は回転しないよう規制されている。回転ノブ３１は最も左に回されたときは、抵抗値は最
も小さくなるため、照明光源３に流れる電流が小さくなり、照明光源３の光量が減少され
る。一方回転ノブ３１が最も右に回されたときは、抵抗値が最も大きくなるため、照明光
源３に流れる電流は大きくなり、照明光源３の光量が増加される。このようにして、回転
ノブ３１、可変抵抗器３２、制御部９０により、白色ＬＥＤの光量を増減（調整）する光
量増減手段が構成される。
【００１３】
　本体ケース２の後方には円筒部１１が一体的に形成されており、この円筒部１１の内部
にはカップ取付部１０を構成するシャフト１２が上下動可能でかつ回動可能に保持されて
いる。シャフト１２の軸は基準軸Ｌに平行とされている。シャフト１２は本体ケース２の
底面との間に備えられたバネ１３により、カップ取付け方向と逆方向となる上方へ常時付
勢されている。バネ１３はシャフト１２の上部に設けられたカップ取付部１０の荷重に抗
して、図２に示すようにシャフト１２を持ち上げる付勢力を持つ。１８はシャフト１２が
バネ１３による付勢力により上方に抜けない様にする抜け止め部材で、シャフト１２の下
端に取付けられている。
【００１４】
　シャフト１２の上部には、スクリーン板６を保持するアーム７とカップＣを保持するア
ーム８がネジにより固定されている。アーム８の先端の下部には、カップＣが持つ基部を
装着する装着部９が設けられており、カップＣは装着部９に対して着脱自在とされている
。なお、スクリーン板６には、図３に示すように、被加工レンズＬＥに付された印点２１
（３つの印点２１ａ，２１ｂ，２１ｃ）を位置合わせするためのマーク６ａ、一定間隔で
付された水平線マーク６ｂ、基準軸Ｌとの左右方向位置を合わせる縦線マーク６ｃ、二重
焦点レンズの位置合わせマーク６ｄ等の位置合わせマークが形成されている。
【００１５】
　また、シャフト１２の軸上に位置するアーム上部８ａには、操作者が押す押圧面を持つ
回転ノブ１４が設けられている。回転ノブ１４の内面はアーム上部８ａにガイドされてお
り、回転ノブ１４はアーム８に対して上下移動可能であると共に、図示なき規制部材によ
り回転不能とされている。回転ノブ１４を回すことにより、スクリーン板６の中心が基準
軸Ｌ上に置かれる位置（図１に示す状態）とアーム８の先端の装着部９に装着されカップ
Ｃの中心が基準軸Ｌ上に置かれる位置（図２に示す状態）との間で、基準軸Ｌに平行なシ
ャフト１２の軸中心にスクリーン板６とアーム８とが一体的に回転される。シャフト１２
は、スクリーン板６とアーム８とを一体的に回転可能に保持し、スクリーン板６を基準軸
Ｌ上に置く位置と外す位置とに移動可能に保持する保持手段とされる。また、シャフト１
２、バネ１３、回転ノブ１４等により、アーム８の先端に装着されたカップＣをカップ取
付けの基準軸Ｌに沿って被加工レンズＬＥの方向に移動させる移動手段が構成される。
【００１６】
　なお、アーム７とアーム８は、L字形状に一体的に形成される。これにより、スクリー
ン板６の中心とカップＣの中心との位置関係を９０度の角度で保つことができる。また、
アーム７，８を一体成型することにより装置の調整が容易になり、装置自体をコンパクト
にできる。
【００１７】
　シャフト１２の中央下部には、フォトインタラプタを実現する構成が設けられており、
先に挙げたシャフト１２（回転ノブ１４）の回転に応じて、照明光源３が点灯及び消灯さ
れる。シャフト１２の中央下部には、シャフト１２の回転に伴い回転するガイド１２ａが
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設けられ、ガイド１２ａには遮光板４１が設けられており、遮光板４１が配置された高さ
付近の円筒部１１には、切り欠きが設けられ、切り欠き部分にフォトセンサ４２が設置さ
れている。ガイド１２ａは、シャフト１２が押圧により上下動されても、高さ位置が保持
される。フォトセンサ４２は、コの字形状で、コの字の間に遮光板４１が挿脱されること
により、フォトセンサ４２の出力信号が変化するフォトインタラプタとして機能する。遮
光板４１は、シャフト１２の回転に伴い９０度回転され、スクリーン板６の中心が基準軸
Ｌに置かれたとき、遮光板４１はフォトセンサ４２内に位置される。フォトセンサ４２に
遮光板４１が挿入されると、フォトセンサ４２からの信号は照明光源３を点灯させるスイ
ッチ信号として制御部９０に入力される。このスイッチ信号の入力により、制御部９０は
、照明光源３を点灯させる。一方、スクリーン板６の中心が基準軸Ｌから外されると、遮
光板４１もフォトセンサ４２から外される。このとき、フォトセンサ４２からの信号は照
明光源３を消灯させるスイッチ信号として制御部９０に入力される。この消灯のスイッチ
信号の入力により、制御部９０は照明光源３を消灯させる。フォトセンサ４２は、照明光
源３の点灯／消灯のスイッチ信号を入力するスイッチ信号入力手段とされる。なお、点灯
のスイッチ信号が入力されると、制御部９０は照明光源３である白色ＬＥＤの点灯光量を
予め設定された光量の略設定値となるまで１～３秒の間で緩やかに増加させるように制御
する（詳細は後述する）。
【００１８】
　また、制御部９０は、照明光源３を点灯してからの時間を計測するタイマ機能を持ち、
点灯開始から所定時間（ここでは３分）が経つと、フォトセンサ４２に遮光板４１が挿入
されていても、照明光源３への供給する電流を停止し、照明光源３を消灯させる（照明光
源３をオートＯＦＦさせる）。
【００１９】
　このようにスクリーン板６が基準軸Ｌ上に置かれたときの観察時には照明光源３が点灯
され、カップ取付けのためにスクリーン板６が基準軸Ｌ上から外されたときには照明光源
３が消灯されるため、従来のように電源スイッチによるＯＮ／ＯＦＦの操作が不要で、ま
た、カップ取付け時に輝度の高い照明光が邪魔にならず、効率よく作業を行うことができ
る。また、照明光源３のオートＯＦＦ機能により、照明光の消し忘れがなくなり、省エネ
に繋がる。
【００２０】
　次に、照明光源３の発光光量の調整について図４、５を用いて説明する。先に述べたよ
うに、照明光源３の光量を回転ノブ３１の回転により調整できる。図４は、照明光源３に
流れる電流値（可変抵抗値３２の抵抗値）と照明光源３の光量の関係を示した図である。
横軸は電流値であり、回転ノブ３１の回転に応じて変化する抵抗値に相当する。縦軸は、
照明光の光量とする。ここでは、照明光源３を発した光が、集光レンズ４、スクリーン板
６を通過したところの光量とする。最小電流値Ｃｍｉｎでの照明光量を最小光量Ｉｍｉｎ
とし、最大電流値Ｃｍａｘでの照明光量を最大光量Ｉｍａｘとする。図に示すように、電
流値と照明光の光量は線形関係ではなく、図のように、山形の非線形な特性になっている
（非線形なカーブを描いている）。このような光量の非線形は変化は、制御部９０により
行われる。このような非線形な光量変化をさせ、光量変化を人間の感覚に近づけさせるこ
とで、操作者に感じられる照明光の変化（増減）が自然な滑らかなものに近くなる。
【００２１】
　このときの最大光量と最小光量は以下に挙げる白色ＬＥＤの発光特性と、白色ＬＥＤが
被加工レンズＬＥ上の印点とスクリーン板６を透過したときの印点の視認性と、を加味し
て設定する。
【００２２】
　図５は、本実施形態で照明光源３に用いられるＬＥＤの発光特性（波長分布）と、従来
照明光源に用いられるハロゲンランプの発光特性を示した図である。図５では、横軸に波
長λ（ｎｍ）、縦軸には、各光源におけるピーク値を１とした規格化発光特性が示されて
いる。プロットＡは、白色ＬＥＤの発光特性であり、プロットＢはハロゲンランプの発光
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特性を示す。プロットＢでは、緑色を呈する緑色波長領域（波長５２０～５７０ｎｍ付近
）の発光成分に対して、赤色を呈する赤色波長領域（波長６００ｎｍより長波長側の可視
領域）の発光成分が強い。これに対して、白色ＬＥＤの発光特性のプロットＡを見ると、
ハロゲンランプとは逆に、赤色を呈する赤色波長領域の発光成分に対して、波長５５０ｎ
ｍ付近にピークを持ち、緑色を呈する緑色波長領域（波長５２０～５７０ｎｍ付近）の発
光成分が強くなっている。なお、ハロゲンランプ及び白色ＬＥＤの発光特性は、メーカに
より多少の差はあるものの、傾向としてはほぼ図５に示す特性となっている。
【００２３】
　このように、白色ＬＥＤでは、発光特性に偏りがあるため、被加工レンズＬＥが着色等
されている場合、被加工レンズＬＥの波長透過率特性によって、印点の視認が難しくなる
場合がある。また、白色ＬＥＤは、発光特性が青みに偏っており、操作者がスクリーン板
６越しに照明光を見たときに眩しく感じられ、特に、被加工レンズＬＥが透明（可視域の
透過率が略１００％）の場合は、被加工レンズＬＥ上の印点が視認し難くなる。白色ＬＥ
Ｄ自体の波長発光特性を変えることはできないので、これらの問題を軽減するために、照
明光源３の光量を増減調整するときに、スクリーン板６を通して観察したときの白色ＬＥ
Ｄの最大光量（最大輝度）と最小光量（最小輝度）を設定しておく。照明光源３の光量の
増減範囲は、スクリーン板６を通したときの輝度が少なくとも３２０～５５０ｃｄ／ｍ2

の範囲で増減可能に設定されていることが好ましい。
【００２４】
　最大光量及び最小光量は以下の実験で検証し、そのときの輝度値を求めた。輝度値の計
測は、スクリーン板６の中心を基準軸Ｌに配置して照明光源３を点灯させる、レンズ受け
ピン５上に様々なサンプルレンズを配置又は外し、スクリーン板６の中心部（基準軸Ｌ上
）でスクリーン板６から上に１ｍ程度のところの輝度を測定器で計測した。計測は、略暗
室下で行った。なお、透過率の異なるサンプルレンズに加えて、屈折力の異なる無色透明
のサンプルレンズを用いた。これは、レンズの屈折力が加わると、照明光源３からの光束
が発散等され、スクリーン板６を通った後の光量が異なって感じられることを考慮するた
めである。
【００２５】
　最小光量は次の手順で求めた。無色透明で光の透過率がほぼ１００％で、＋２０Ｄのサ
ンプルレンズに印点を付し、ピン５の上において照明光源３を点灯させる。実験者が、ス
クリーン板６を通してサンプルレンズの印点を見て、眩しくない範囲で印点が確認できる
ように照明光の光量を調節した。このときの輝度値は、４００～５００ｃｄ／ｍ2程度で
あった。サンプルレンズをピン５から外して輝度値を測ったところ、スクリーン板６上で
の輝度は２５０～３２０ｃｄ／ｍ2であった。このときの光量を最小光量とする。
【００２６】
　最大光量は次のように求めた。透過率を落としたサングラス用のサンプルレンズを５種
類用意し、印点を付した。サンプルレンズは、黄色（ＳＮＹＬ５０Ｆ）、濃緑（ＳＮＧＲ
８５Ｆ）、濃青（ＳＮＧＹ８５Ｆ）、青色（ＳＮＢＬ７０Ｆ）、濃茶（ＳＮＢＲ８５Ｆ）
とした。これらサンプルレンズを別々にピン５の上に置き、無色透明なー１８Ｄのサンプ
ルレンズを重ねて、照明光源３を点灯させる。実験者が、スクリーン板６を通してそれぞ
れのサンプルレンズに付した印点が視認できる程度に照明光の光量を調整した。このとき
の輝度は、３５～７０ｃｄ／ｍ2程度であった。サンプルレンズをピン５上から外したと
きのスクリーン板６上での輝度は、５５０～１１００ｃｄ／ｍ2程度となった。このとき
の光量を最大光量とする。
【００２７】
　このようにして、照明光の光量の範囲が、スクリーン板６を通して、少なくとも３２０
～５５０ｃｄ／ｍ2程度、好ましくは、２５０～１１００ｃｄ／ｍ2程度とすれば、作業者
が作業し易い照明光の光量を調整できる。
【００２８】
　これら最大光量、最小光量は、制御部９０の抵抗等の回路素子を調整して、装置に反映
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させる。このようにして、制御部９０により光量が設定される。なお、照明光の光量の範
囲設定は、制御部９０により行う構成に限るものではなく、可変抵抗器３２の抵抗値（回
転度）に照明光源３に流れる電流値を対応させる構成としてもよい。この場合、可変抵抗
器３２の回転に規制部材などで回転範囲を限定すればよい。
【００２９】
　以上のようにして、スクリーン板６での照明光量を先に述べた範囲で調整できる構成と
したことにより、被加工レンズＬＥの透過率や波長依存の透過特性に依らず、操作者が被
加工レンズＬＥの印点を視認しやすくなる。なお、本実施形態では、回転式の可変抵抗器
３２を用い、連続的に抵抗値を変えることで、照明光の光量を連続的に変える構成とした
が、段階的に照明光の光量を調整する構成としてもよい。
【００３０】
　次に、制御部９０による、照明光源３の点灯を遅延させる制御（点灯光量を緩やかに増
加させる制御）を説明する。図６は、照明光源３の光量変化を示したタイミングチャート
である。横軸は時間、縦軸は光量である。フォトセンサ４２から制御部９０に点灯のトリ
ガが入力された時刻をｔ０とする。プロットＤは照明光の光量がＩ１のときのプロットで
あり、プロットＥは、照明光の光量がＩ２のときのプロットを示す。これらの光量は、先
に説明した回転ノブ３１、可変抵抗器３２等で設定されたものとする。回転ノブ３１の位
置で照明光の光量が予め設定される。また、点線でプロットされたプロットＳは、白色Ｌ
ＥＤに時刻ｔ０で電流を流した時の、反応性を模式的に示すものである。
【００３１】
　プロットＳでは、時刻ｔ０の点灯のトリガにより、ＬＥＤの光量が急峻に変化する。Ｌ
ＥＤの光量は、時刻ｔ０からほぼ遅延なく、予め設定した光量へと達する。このような光
量変化は、操作者に強い刺激として感じられる。また、先に述べたように、白色のＬＥＤ
の放つ光は、人間には強い刺激と感じられやすいため、急激なＬＥＤの点灯は、操作者へ
の負担に繋がる。
【００３２】
　プロットＳに対し、プロットＤ，Ｅでは、白色ＬＥＤを照明光源３に用いた場合でも、
操作者に負担にならないような点灯制御を行う構成とした。プロットＤに注目すると、時
刻ｔ０から照明光の光量が上昇し始め、時刻ｔ１で設定された光量Ｉ１に達する。これは
、制御部９０内に設けられたコンデンサと抵抗によりＲＣ回路が形成され、点灯制御手段
となる制御部９０がトリガにより時刻ｔ０から照明光源３に流している電流がコンデンサ
を充電することにより生じる電流上昇の遅延による。ここでは、時刻ｔ０からｔ１までの
遅延時間Ｔｄは約１秒としているが、制御部９０内のコンデンサや抵抗等の設定により、
遅延時間は調整できる（コンデンサ等は制御部９０外に配置されていてもよい）。時刻ｔ
０からｔ１までの最小時間については、人眼の瞳孔の縮瞳時間を考慮して設定し、その最
大時間については作業性を考慮して設定する。作業環境が暗所である場合、時刻ｔ０から
ｔ１までの最小時間は１秒未満であると、人眼の散瞳していた瞳孔の縮瞳が追いつかず、
眩しく感じられる。照明光源３の光量が徐々に増加させたときに少なくとも１秒あれば、
人眼の縮瞳が間に合う。一方、設定光量に達するまので時刻ｔ１までの時間が３秒を超え
ると、スクリーン板６を観察するに長く感じられる。このため、時刻ｔ１までの時間は３
秒以下の設定が好ましい。
【００３３】
　同様に、プロットＥの場合でも、照明光源３の光量は、予め設定された光量Ｉ２に達す
るまでに遅延時間Ｔｄかかる。これは、可変抵抗器４２等で予め設定される光量がいずれ
の場合であっても、先に挙げたコンデンサと抵抗による時定数は同じであるためである。
【００３４】
　このようにして、照明光源３の点灯を遅延（緩やかに光量を増加）させることにより、
操作者に与える光刺激が低減される。また、照明光源３に白色ＬＥＤのような、発光特性
が操作者に刺激の強いものであっても、上記のような点灯制御を行うことにより、点灯に
よる刺激が低減される。
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【００３５】
　なお、以上説明した実施形態では、制御部９０が、照明光源３の光量を、予め設定され
た光量の設定値に１～３秒の間で緩やかに点灯させる（到達させる）構成としたが、これ
に限るものではない。作業者に負担のかかりにくい点灯制御であればよい。例えば、制御
部９０が、予め設定した光量の略設定値まで１～３秒の間で、緩やかに光量変化させ、そ
の後、略設定値から設定値までさらに数秒掛けて光量変化させ、照明光源３を点灯させる
構成とする。このような構成であっても、作業者には、照明光源３の点灯時間が遅く感じ
られない。
【００３６】
　また、以上説明した実施形態では、点灯の遅延は、コンデンサや抵抗等の組合せにより
行う構成としたが、これに限るものではなく、制御部９０にタイマー等を設け、段階的に
光量を増加させる構成としてもよい。
【００３７】
　以上の様な構成を備える装置において、その動作を説明する。ここでは被加工レンズの
光学中心に軸打ちする場合について説明する。
【００３８】
　操作者はまず、スクリーン板６の中心を基準軸Ｌ上に位置させておき、カップ取付部１
０の装着部９にカップＣを装着する。スクリーン板６の中心が基準軸に位置されると、フ
ォトセンサ４２から光源点灯のスイッチ信号が制御部９０に入力され、照明光源３が点灯
される。このとき、照明光源３が白色ＬＥＤであっても、前述のように設定光量まで緩や
かに光量が増加されるため、目に強い刺激を感じることなく、スクリーン板６を観察する
ことができる。カップＣを取り付けるときには、アーム８の先端上部に添付されている位
置決めマーク８ａに従い、カップＣが所定の方向になるよう装着部９にカップＣの基部を
挿入する。次に、予めレンズメータで光学中心を印点しておいた被加工レンズＬＥをレン
ズ受けピン５に載せる。被加工レンズＬＥは照明光源３からの照明光により照明され、そ
の像がスクリーン板６に投影される。このとき、操作者は、被加工レンズＬＥの光学特性
に応じて、印点が視認しやすくなるように回転ノブ３１を回し、照明光（投影光）の光量
を調整する。そして、図３に示すように被加工レンズＬＥの印点像２１をスクリーン板６
上の印点合わせマーク６ａに合わせる。つまり、被加工レンズＬＥの印点中心像２１ａを
印点合わせマークの中心に合わせ、また、左右２つの印点像２１ｂ、２１ｃが横長の印点
合わせマークの水平線上にのるように合わせる。
【００３９】
　その後、アーム８を９０°回してカップＣの中心を基準軸Ｌに一致させるために、回転
ノブ１４によりスクリーン板６が基準軸Ｌから外されると、フォトセンサ４２から消灯ス
イッチ信号が制御部９０に入力され、操作者がわざわざ光源消灯のための操作をすること
なく、照明光源３が消灯される。アーム８の先端に装着されたカップＣの中心を基準軸Ｌ
に一致させた後、回転ノブ１４を押し下げると、まずはバネ１３が圧縮変形し、回転ノブ
１４、アーム７、アーム８、シャフト１２の可動部全体が下側に移動する。このとき、ガ
イド１２ａ、遮光板４１は上下動しない。カップＣが被加工レンズＬＥの上面に当接した
後も、回転ノブ１４を押し下げるとカップＣが被加工レンズＬＥに固定されるようになる
。さらに、回転ノブ１４を押し下げると、今度はバネ１５が圧縮変形をし始めて操作者が
回転ノブ１４を押し下げようとする力を吸収する。この時点で、操作者はカップＣの固定
が完了したことを、手応えで感じ取り、回転ノブ１４を押し下げる力を弱めて、操作を終
える。なお、カップＣは吸着タイプの他、両面粘着テープをカップＣとレンズＬＥの間に
介在させて固定するタイプが使用される。
【００４０】
　なお、以上説明した本実施形態では、照明光源３の点灯は、シャフト１２の回転を、制
御部９０が検知して行う構成としたが、これに限るものではない。本体ケース２上に制御
部９０と接続されるスイッチを設け、操作者がこのスイッチを操作することにより、照明
光源３を点灯させる構成としてもよい。
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【００４１】
　また、照明光源３の点灯制御は、制御部９０を設けず、スイッチ、ＲＣ回路、発光光源
３を接続し、照明光源３の点灯を制御する構成としてもよい。このような構成にすれば、
装置の内部構成が簡略化される。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】軸出装置の外観図である。
【図２】軸出装置内部の概略側面図である。
【図３】軸出装置を上から見た上視図である。
【図４】照明光源３に流れる電流値（可変抵抗値３２の抵抗値）と照明光源３の光量の関
係を示した図である。
【図５】本実施形態で照明光源３に用いられるＬＥＤの発光特性（波長分布）と、従来照
明光源に用いられるハロゲンランプの発光特性を示した図である。
【図６】照明光源３の光量変化を示したタイミングチャートである。
【符号の説明】
【００４３】
　１　カップ取付け装置
　７、８　アーム
　１０　カップ取付部
　１２　シャフト
　１３　バネ
　１４　回転ノブ
　１５　バネ
　ＬＥ　被加工レンズ
　３１　回転ノブ
　３２　可変抵抗器
　４１　遮光板
　４２　フォトセンサ
　９０　制御部
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【図６】
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